
【
総
括
質
問
】

①
鳥
獣
対
策

問

電
気
柵
設
置
は
早
め

の
対
応
を
。

市
長

庁
内
及
び
県
と
協

議
す
る
。

②
子
ど
も
の
遊
び
場

③
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響

④
米
価
高
騰

問

所
得
補
償
の
復
活
が

必
要
だ
。

市
長

農
業
の
多
面
的
機

能
の
観
点
か
ら
も
、
所
得

政
策
に
期
待
す
る
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
教
育

【
一
般
質
問
】

①
藤
島
地
域
の
義
務
教
育

学
校

問

「
９
年
後
の
姿
」
が

先
に
あ
る
よ
り
、
子
ど
も

が
日
々
、
本
当
に
「
楽
し

い
」
学
校
に
す
る
べ
き
。

教
育
長

楽
し
い
と
感
じ

ら
れ
る
学
校
生
活
が
土
台

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
が
発
揮
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
大
切
。

②
藤
島
川
と
京
田
川
の
水

害
対
策

①
生
活
保
護

問

生
活
扶
助
・
夏
季
加

算
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

今
年
度

４
月
か
ら
、
生
活
扶
助
費

が
１
０
０
０
円
か
ら
１
５

０
０
円
に
加
算
。

②
訪
問
介
護
事
業

問

介
護
報
酬
引
き
下
げ

前
と
の
差
額
の
支
援
を
。

健
康
福
祉
部
長

国
の
介

護
報
酬
の
適
正
性
が
問
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

③
高
舘
山
遊
歩
道

①
不
登
校
生
徒
へ
の
支
援

問

保
護
者
も
安
心
で
き

る
政
策
が
必
要
だ
。

教
育
長

別
室
や
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県

か
ら
小
学
校
の
学
習
指
導

員
が
４
人
、
中
学
校
の
別

室
学
習
指
導
教
員
が
２
人

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

②
町
内
会
の
負
担
軽
減

③
災
害
時
の
課
題

問

ト
イ
レ
の
備
え
は
。

危
機
管
理
監

マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
を
約
２
０
０

基
、
携
帯
ト
イ
レ
を
約
３

万
８
０
０
０
個
を
備
蓄
。

④
市
道
街
路
樹
の
管
理

坂
本
昌
栄
議
員

①
学
校
給
食

②
就
学
援
助

問

子
ど
も
の
貧
困
の
実

態
を
調
査
す
べ
き
。

教
育
部
長

就
学
援
助
の

な
か
で
把
握
す
る
。

③
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
事
業

問

８
人
以
上
な
ど
の
要

件
を
緩
和
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長

人
数
要

件
を
優
先
的
に
検
討
。

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
で
焦
点
に
な
っ
た
問
題

は
、
３
月
議
会
に
続
き
、

「
キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ

の
無
料
化
」
で
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
う
ち
、
「
こ

ど
も
の
遊
び
場
利
用
料
軽

減
実
証
事
業
」
の
削
除
に

賛
成
が

人
、
反
対
が

14

10

人
で
、
無
料
化
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

削
除
に
賛
成
の
議
員
か

ら
は
、
子
育
て
支
援
の
重

要
性
を
言
い
な
が
ら
、

「
１
民
間
企
業
へ
の
公
的

支
援
で
あ
り
、
受
益
者
負

担
の
原
則
か
ら
も
利
用
料

金
制
に
す
べ
き
」、

「
広
い
市
域
で
あ
り
、
取

り
残
さ
れ
る
子
ど
も
が
出
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遠
藤

初

子

草
島

進

一

田
中
　

宏

南
波
　

純

石
井

清

則

工
藤
　

博

長
谷

川
剛

坂
本
昌

栄

菅
井
　

巌

加
藤

鉱

一

本
間

信
一

阿
部
　

寛

中
沢

深

雪

佐
藤

麻

里

秋
葉
　

雄

富
樫
正

毅

黒
井

浩

之

佐
藤

博

幸

佐
藤

久
樹

本
間
正

芳

佐
藤

昌

哉

五
十

嵐
一

彦

小
野

由

夫

本
間
新
兵

衛

渋
谷

耕

一

尾
形

昌

彦
令和 7年度補正予算から

、遊び場無料実証事業費

を削除

●●●●○○●●●●●●○○○欠○○○○○○○○○
議
長

「辺野古新基地建設を直

ちに止め、普天間基地の

危険除去を早急に実現す
ることを求める請願」

○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

「カリキュラム・オーバ

ーロード」の改善を求め

る請願」

○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

て
く
る
し
、
他
の
有
料
の

施
設
と
の
公
平
性
が
な

い
」
な
ど
の
意
見
で
す
。

皆
川
市
長
は
、
議
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、
指
摘
に

つ
い
て
可
能
な
限
り
取
り

入
れ
、
対
応
す
る
考
え
を

示
し
ま
し
た
が
、議
長
は
、

「
内
容
の
変
更
は
不
適
切

で
混
乱
を
招
く
」
と
一
蹴

し
ま
し
た
。

無
料
化
反
対
の
議
員
に

は
、
「
ど
う
す
れ
ば
、
ソ

ラ
イ
の
無
料
化
を
一
刻
も

早
く
実
現
で
き
る
か
」
の

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。

官
民
連
携
の
土
台

共
産
党
市
議
団
を
代
表

し
、
菅
井
巌
議
員
は
、

「
他
自
治
体
に
あ
る
よ
う

な
無
料
で
遊
べ
る
大
型
の

屋
内
遊
戯
施
設
が
ほ
し
い

と
の
市
民
の
要
望
だ
。

市
当
局
は
、
議
会
の
審

査
経
過
を
受
け
、
修
正
を

表
明
し
、
最
善
策
を
深
め

る
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
。

「
子
ど
も
の
遊
び
」
は
、

「
国
連
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
で
も
定
め
て
い
る
。

官
民
連
携
の
信
頼
性
を

高
め
、
市
が
関
与
で
き
る

体
制
の
土
台
づ
く
り
と
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

経
済
格
差
な
く
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
平
等
に
遊

び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
、
「
遊
ぶ
権
利
」
を
最

優
先
に
考
え
る
べ
き
で

す
。６

月
定
例
会
に
出
さ
れ

た
市
民
の
請
願
は
、
２
件

と
も
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

坂本昌栄議員

加藤鉱一議員

菅井 巌議員

長谷川剛議員

坂本昌栄議員



1 医療・介護・福祉サービス 67.2%

2 国保税・介護保険料など負担軽減 63.4%

3 子育て支援 36.6%

4 農林漁業対策 28.4%

5 生活交通確保 26.7%

6 情報公開、公平・公正な市政 25.9%

1 返済の必要のない奨学金制度 40.1%

2 いじめ対策、体罰の根絶 38.8%

3 不登校児童・生徒の対策 34.1%

3 無料の遊び場確保 34.1%

5 困ったことなど相談できる窓口充実 31.5%

6 学童保育の充実・利用料軽減 31.0%

1 国保税・介護保険料などの引き下げ 53.0%

2 医療費・介護保険料の軽減 47.0%

3 医師・看護師などの確保 44.0%

4 入院・介護施設の確保 38.4%

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
が
行
っ
て
い
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
７
月
末
ま
で
２
３
２
通
の
返
信
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
は
、
７
月
２
９
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
皆
川
治
市
長
に

届
け
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
１
３
項
目
の
要
望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
声
を
活
か
し
、
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

1．経済的負担の軽減など子育てを支援し、子どもが生き生きと

学び、将来に希望を持てる施策の充実に努めること。

2、小･中学校の過度な学力競争を是正し、不登校児童・生徒の

居場所（校内教育支援センター・教育支援センター等）のを図

る事。通級指導の拡充など特別支援教育の充実を図ること。

3．学校給食は自校方式への転換を前向きに検討しながら、学校

給食センターの場合も集約は行わない事。オーガニック給食の

利用拡大を図る事。

4．放課後児童クラブの利用料軽減、老朽化した施設は公設によ

る整備を図る事。

5．市民の命と暮らしを守る包括的な医療・介護・福祉体制構築

を、市民負担軽減に努めながら推進すること。訪問入浴・訪問

介護事業に緊急に支援をおこなってサービスを確保すること。

6．農林水産業、地元企業・協同組合などを地域経済の基盤とし

て重視し、地域内の経済循環を豊かにする経済政策を進めるこ

と。農林水産業の担い手支援を強め、家族経営・中山間地農業

を大切にし、農林水産業に関連する生産額の拡大と所得の向上

を図ること。中小企業振興条例・公契約条例の制定を図る事。

7．再生可能エネルギーについて、環境保全、市民合意を前提に、

地元組織による地域産業として発展させること。エネルギー自

給を高め、原発に依存しない社会をめざすこと。

8．地球温暖化対策事業を拡充すること。

9．災害に強い町づくりを進めること。避難所の整備と運営体制

充実、防災資機材等の拡充を図る事。

10．合併がもたらした市民生活への影響を直視し、まちづくり

振興基金充実を始めとして旧町村予算を拡充するとともに住民

の声の反映を進めること。

11．慶応大学先端生命科学研究所の支援について、地域経済振

興と雇用拡大という当初の目的に照らしてあり方を引き続き検

討し、成果に見合った支援に見直していくこと。

12．市内循環バスの充実と夜間タクシーの確保を図ること

13．解体費補助の要件緩和など、空き家対策を進める事。

●物価高で光熱費も高

いし、年金だけでは生

活できない。

●ワガママをいわず、

スーパーでは値下げ商

品を日常に活用してい

る。

●選挙の時はいい事

を言っているが、当

選しても議会の報告

がない。

●アンケートをしょっ

ちゅうやって市民の

声を聞くことだ。

●子育て支援に力を入れるのは少子化なので悪

いとは思わないですが、国保税・介護保険料な

どの負担軽減を。

●１人１人の個人を尊重した人

間を大切にする教育。

●高齢により車の免許返納を考

えたいが生活交通に不安。

●学童の利用料が高い。親の仕事でどうして

も保育できなく学童を利用しているので無料

にしてほしい。(一律でなく)

●無料で遊べる所がないので、

少し遠出して天童等まで遊びに

行く。無料の遊び場がすごくほ

しい。

●介護施設が空いていない。空いていても高

いから入れないと良く聞くので、

介護を在宅で行う家族は大変。

●介護施設の料金が高すぎる。


